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第 4章 追突防止支援システムの効果向上に関する検証 








第 5章 ドライバ状態と交通環境がドライバの視覚的注意に与える影響 





































第 8章 総合討議 
 本研究では，ドライバのハザードに対する予測に着目し，効果的な運転支援システムの方策につ
いて検討した．顕在ハザードに対する衝突直前の支援である追突防止支援システムでは，ドライバ
がハザードへの出現を低く予測している状態（脇見や低覚醒など）から前方のリスクに対して確実
にかつ迅速に前方へ注意を向かせることが最重要といえる．一般的な仕様である視聴覚表示に対し，
異なるモダリティの警報を加えることで改善できることを提案した．一方，衝突までに余裕がある
状況での支援では，不要な支援を抑制する必要がある．そこで，ドライバがハザードへの出現を低
く予測する（注意が低下する）交通環境やドライバ状態において優先的に支援を行うことを提案し
た．また，無信号交差点通過時において，ドライバは交通環境から潜在ハザードの出現を予測して
進入行動を決定しており，予測が低いドライバへの支援の必要性を示すとともに，ドライバに誤解
を生じさせない具体的な支援情報が必要であること立証した．本論文は，従来あまり検討されてこ
なかったドライバのハザードに対する予測に着目して運転支援システムを評価検討しており，今後
のシステム開発への活用により交通事故低減への寄与が期待できる． 
